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　下にある「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表し

たものです。これらの思考スキルは、算数の問題に限らず、さまざまな場面でも活用することがで

きる大切な力です。解説では、問題ごとに意識してほしい思考スキルを示しています。今後の学習

でも、思考スキルを意識して、問題に取り組むとき活用するように心がけてみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から必要な情報や条件を正しくとらえる
　・�図やグラフなどから必要な情報を正しくとらえる

○情報を活用する
　・�とらえた情報を、他の問いでも活用する
　・�とらえた情報から、さらに別の情報を引き出す
　・�前問が後に続く問いの手がかりとなっていること

を見ぬく

○再現する
　・計算を正しく行う
　・持っている知識を状

じょう

況
きょう

に応じて正しく運用する
　・問いの指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○置きかえる
　・問いの状況を図やグラフなどに表す
　・問いを別の形に言いかえる
　・未知のものを自分にとってなじみの形にする
　・比の値を具体数で表す
　・数値をあてはめて、特定の状況をとらえる
　・解答の範

はん

囲
い

や大きさを予測する

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複なく全

て探し出す
　・書き出すことを通じて、きまりを見つける

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状況を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋

すじ

道
みち

立てて明らかにする

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあて

はまるような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをと

らえる

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面としてとらえる
　・多角的な視点から対象をとらえる

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・規則や周期に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合から考える（もし、全て…
なら）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなした
りして全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のも
のだけを移動させて状況をとらえる

思考スキル
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【解　説】

2（1）（比例配分） A1 再現する
角Aの大きさを①とすると、角Bの大きさは⑤、角Cの大きさは③となり、⑨（＝①＋⑤＋

③）が180度にあたることがわかります。

よって、角Aの大きさは180÷9＝20（度）です。

（2）（過不足算） A1 再現する
条件を線分図に整理すると右の図のようになります。

20＋4＝24（枚
まい

）……�10枚ずつ配るときと７枚ずつ配

るときの折り紙の枚数の差

24÷（10－7）＝8（人）……�子どもの人数（右の図の□）

10×8－20＝60（枚）

（3）（最大公約数） A1 再現する
木の数を少なくするので、間かくをできるだけ大きくします。

48と60の最大公約数は12です。よって、12ｍおきに木を植えればよいことがわかります。

長方形の土地の周りの長さは （48＋60）×2＝216（m）です。

216÷12＝18（本）

（4）（等差数列） A1 一般化する
23－11＝35－23＝…＝12より、この数列は、最初の数が11、公差が12の等差数列とわか

ります。

11＋12×（□－1）＝275より、□＝（275－11）÷12＋1＝23（番目）です。

（5）（相似比と面積比） A2 情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
14：（14＋7）＝2：3……三角形DBEと三角形ABCの相似比

（2×2）：（3×3）＝4：9……三角形DBEと三角形ABCの面積の比

よって、三角形DBEと四角形DECAの面積の比は、4：（9－4）＝4：5となります。

（6）（体積） A2 再現する 特定の情報を仮定する
右の図のように、同じ立体を２つ組み合わせると、

高さ25cm（＝10＋15）の円柱となるので、その円柱の

体積の 1
2 を求めます。

8×8×3.14×（10＋15）÷2＝2512（cm3）

折り紙の枚数

10×□（枚）

4枚

7×□（枚） 20枚

15cm

10cm

10cm

15cm

8cm

8cm

算数─解答と解説



3 　（速さ）

みえさんは、「家」→「郵
ゆう

便
びん

局
きょく

」→「小学校」→「図書館」と進んでいます。このとき、時刻や時間、

道のりでわかっていることを整理することが必要です。その際、何をきかれていて、きかれた

ものを求めるためには何が必要かをはっきりさせながら整理をしましょう。

次のように整理できます。

　

（1） B1 情報を獲得する
午前10時20分－午前10時＝20分……家から郵便局までかかった時間

1.2×1000÷20＝60（ｍ／分）

（2） B2 情報を活用する 順序立てて変化をとらえる
60×15＝900（ｍ）

（3） B2 情報を活用する 順序立てて変化をとらえる
500÷60＝8 13（分）→8分20秒

4 　（規則性）

「７を何個か並
なら

べてできる整数に９をかけた積」の特
とく

徴
ちょう

をとらえることで、実際にかけ算をしなく

ても答えを導くことができます。（1）（2）でとらえた特徴を、（3）に活かすことを意識しましょう。

（1） B1 再現する 情報を獲得する
6993÷9＝777より、Aは777とわかります。よって、３個です。

（2） B2 調べる 特徴的な部分に注目する 一般化する
７を並べる個数をいろいろ変えて、AとBの関係を調べてみます。

77×9＝693、777×9＝6993、7777×9＝69993、77777×9＝699993、…、というように、

１番上の位には６が、一の位には３が、その間の位には９がかけられる数の７の個数よ

り１個少ない数だけ並びます。

6＋3＋9×（10－1）＝90

（3） B3 情報を活用する 特徴的な部分に注目する 一般化する
７を□個として、（2）の考え方を利用します。

6＋3＋9×（□－1）＝7002より、□＝（7002－6－3）÷9＋1＝778（個）です。

家

10時

郵便局

10時
20分

小学校 図書館1.2km
500m

15分
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5 　（面積）

“12等分”という条件から、正十二角形、正六角形など、あなたが今までに考えたり解いたりし

てきたことと結び付けて考えましょう。また、（3）のように、公式をあてはめて面積を求めるこ

とができない場合は、全体から余計な部分を引いたり、等積変形をしたりするなど、さまざま

な技法を思い出しましょう。

（1） A2 再現する
半径６cm、中心角は 9

12 ＝
3
4 のおうぎ形の面積を求めます。

6×6×3.14× 3
4 ＝84.78（cm

2）

（2） A2 情報を獲得する 再現する
対角線の長さが12cm（＝6×2）の正方形の面積を求めます。

12×12÷2＝72（cm2）

（3） B2 置きかえる 視
し

点
てん

を変える 特徴的な部分に注目する
右の図のように、正六角形ABCDEFと、それを６等

分する線を引きます。

三角形CDEの面積は三角形CDOの面積と等しいので、

かげをつけた部分の面積は、おうぎ形OCDの面積と

等しくなります。

おうぎ形OCDは、半径６cm、中心角は60度なので、6

×6×3.14× 60
360 ＝18.84（cm

2）となります。

A

D

O

B

C

F

E
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6 　（水位と棒）

水の中に棒
ぼう

を入れる前と入れた後で、状
じょう

況
きょう

がどのように変化したのかをとらえることが大切で

す。水位の上下や、棒や容器の底面積の関係を、整理しながらとらえてみましょう。

（1） B1 情報を獲得する
2×2×15＝60（cm3）……水中の棒Aの体積

60÷（15－14.5）＝120（cm2）……容器の底面積

120×14.5＝1740（cm3）

（2） B1 情報を活用する
AとBが底まで入っているときの水の底面積は120－2×2－4×4＝100（cm2）です。

1740÷100＝17.4（cm）……棒A、Bが底まで入っているときの水位

17.4－15＝2.4（cm）

（3） B3 情報を活用する 置きかえる 特徴的な部分に注目する
右の図の斜線部分は等しくな

ります。

2×2×4＋4×4×6＝112（cm3）

　……�水中から引き上げた分

の棒の体積

112÷100＝1.12（cm）

　　　……下がる水位

17.4－1.12＝16.28（cm）

17.4cm

4cm

4cm2 16cm2

100cm2

6cm

下がる
水位

A

B
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7 　（つるかめ算）

（1）は典型的なつるかめ算の問題で、（2）は比と平均の考え方を利用して典型的なつるかめ算に

置きかえる問題、（3）は答えが１通りに定まらないつるかめ算の問題です。特に（3）では、面積

図に整理することで、条件をしぼって考えることができます。

（1） A2 情報を獲得する 再現する
つるかめ算の考え方を利用します。

（180×10－1380）÷（180－120）＝7（個）

（2） B2 情報を獲得する 置きかえる 特徴的な部分に注目する
120：180＝2：3

　……カスタードシュークリームとチョコシュークリームの１個あたりの値
ね

段
だん

の比

カスタードシュークリームの代金とチョコシュークリームの代金が等しいので、カスタ

ードシュークリームとチョコシュークリームの個数の比は、１個あたりの値段の比の逆

比の3：2となります。

よって、この買い方では、カスタードシュークリームとチョコシュークリームの１個あ

たりの平均の値段は（120×3＋180×2）÷（3＋2）＝144（円）となります。

ここでつるかめ算の考え方を利用します。

（144×24－3000）÷（144－30）＝4（個）……プチシュークリームの個数

（24－4）× 3
3＋2 ＝12（個）……カスタードシュークリームの個数

24－4－12＝8（個）……チョコシュークリームの個数

（3） B3 情報を活用する 置きかえる 調べる 特徴的な部分に注目する
3150－（30＋120＋180）＝2820（円）

　……どの種類も１個は買ったのでそれぞれの１個分をひいておきます。

27－3＝24（個）……金額の合計が2820円になるときの個数の合計

プチシュークリームの個数をA個、カスタードシュークリームの個数をB個、チョコシュ

ークリームの個数をC個として、ここまで

の条件を面積図にまとめると、右のよう

になります。

2820－30×24＝2100（円）

　……かげをつけた部分の面積

この部分から90×B＋150×C＝2100とい

う式が作られます。この式の両辺を、90、

150、2100の最大公約数30でわって式を簡
かん

単
たん

にすると、3×B＋5×C＝70となります。

30円

180円
150円

120円
90円

Ｃ個Ｂ個Ａ個

24個

算数─解答と解説



これを満たすB、Cの個数の組を調べると、右の

表のようになります。

Aの個数は、24からB、Cの個数の和をひくこと

で求められます。

よって、買った個数の組み合わせは、初めにひ

いていた1個分をたした（11、1、15）、（9、6、12）、（7、11、9）、（5、16、6）、（3、21、3）

の５通りが考えられます。

8 　（場合の数）

少ない条件からどのように整理して新しい情報をつかむことができたでしょうか。場合分けし

て部分を考え、全体像を少しずつまとめあげていくことが大切です。

（1） B1 情報を獲得する 調べる
３桁

けた

の整数は小さい方から順に、100、101、102、110、112、120、121、122、200、

201、202、210、211、212、220、221の16通りができます。

（2） B2 情報を活用する 調べる 特徴的な部分に注目する
整数の桁数で分類します。

１桁　→　1、2の２通り。

２桁　→　10、11、12、20、21、22の６通り。

３桁　→　（1）で求めた16通り。

４桁　→　�（1）で求めた16通りの整数（これをAとする）をそのまま上３桁とし、新たに一

の位になる数字を１つ加えると考えます。

　　　　　�Aのうち３種類の数字からできているものは４通り（102、120、201、210）あり、

これらの一の位には３種類の数字が加えられます。

　　　　　�Aのうち２種類の数字でできているものは残りの12通り（＝16－4）で、これら

の一の位には２種類の数字が加えられます。……（ア）

　　　　　�よって、４桁の整数は4×3＋12×2＝36（通り）できます。

５桁　→　�上で求めた36通りの４桁の整数（これをBとする） をそのまま上４桁とし、新

たに一の位になる数字を１つ加えると考えます。

　　　　　�Bのうち２種類の数字からできているもの（たとえば、1001）は（ア）より12通

り（＝12×2÷2）あり、これらの一の位には１種類の数字が加えられます。

　　　　　�Bのうち３種類の数字からできているもの（たとえば、1012）は残りの24通り

（＝36－12）で、これらの一の位には２種類の数字が加えられます。

　　　　　�よって、５桁の整数は12×1＋24×2＝60（通り）できます。

６桁　→　�上で求めた60通りの５桁の整数をそのまま上５桁とし、新たに一の位になる

Ｂ（個）

Ｃ（個）

Ａ（個）

0
14

10

5
11

8

10
8

6

15
5

4

20
2

2

＋５ ＋５ ＋５ ＋５

-3 -3 -3 -3
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数字を１つ加えると考えます。残りの数字は１つなので、５桁の整数の個数

と同じ60通りの整数ができます。

以上より、2＋6＋16＋36＋60＋60＝180（通り）の整数ができます。

（3） B3 調べる 特徴的な部分に注目する
6＝2×3より、６の倍数は２の倍数の性質と３の倍数の性質を持ちます。よって、ここで

は一の位が０か２で、各位の数の和が３の倍数である3（＝1＋2）か6（＝1＋1＋2＋2）であ

る整数を調べます。

整数の桁数、各位の和、一の位の数で分類すると次のようになります。

１桁　→　ありません

２桁　→　12の１通り。

３桁　→　102、120、210の３通り。

４桁　→　各位の数の和が３　→　1002、1020、1200、2010、2100の５通り。

　　　　　各位の数の和が６　→　1122、1212、2112の３通り。

　　　　　よって、5＋3＝8（通り）です。

５桁　→　各位の数の和は６となります。

　　　　　□□□□0　→　11220、12120、12210、21120、21210、22110の６通り。

　　　　　□□□□2　→　�10122、10212、11022、11202、12012、12102、20112、

21012、21102の９通り。

　　　　　よって、6＋9＝15（通り）です。

６桁　→　□□□□□0　→　�０を並べる位の選び方が４通り、そのそれぞれに対して（1、

1、2、2）の並べ方が６通り（＝3＋2＋1）あるので、4×6＝

24（通り）です。

　　　　　□□□□□2　→　�２個の０を並べる位の選び方が６通り（＝3＋2＋1）、その

それぞれに対して（1、1、2）の並べ方が３通りあるので、6

×3＝18（通り）です。

　　　　　よって、24＋18＝42（通り）です。

以上より、1＋3＋8＋15＋42＝69（通り）です。

算数─解答と解説
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【解　説】
1　地形図に関する問題
問１　 B1 比較・対照変換
　１/25000ですので、主曲線は10m間

かん

隔
かく

とな
ります。ａは10m、ｂは100m、ｃとｄは50m
の標高差がありますので、ｂとなります。
問２　 A2 変換想起
　4.2㎝×25000＝105000㎝＝1050mとなり
ます。
問３　 A2 カテゴライズ想起

　市役所の地図記号は 、保健所は 、
裁
さい

判
ばん

所
しょ

は 、警
けい

察
さつ

署
しょ

は です。
問４　 A1 想起
　昭和20年８月９日、長

なが

崎
さき

市に原子爆
ばく

弾
だん

が
投下され当時の市民約24万人のうち約
７万４千人が死亡したとされています。
問５　 A1 想起
　ドックとは船

せん

舶
ぱく

の建造や修理を行うための
施
し

設
せつ

で、船舶をその中に入れて作業を行いま
す。
問６　 A2 カテゴライズ想起
　高速道路のインターチェンジは市街地の東
南東約２㎞のところにあり、地形図には描

か

か
れていません。
問７　 B1 比較・対照変換
　地形図では上が北になりますので、浦

うら

上
かみ

川
より西側ということは川より左側にある地点
を選びます。またエは山の斜

しゃ

面
めん

にあり建物が
密
みっ

集
しゅう

している場所にあるわけではないので、
ウとなります。発電所・変電所の地図記号は
です。

問８　 B2 変換 理由・根拠 立証
　鉄道が浦上駅付近から現在の長崎駅まで延

えん

長
ちょう

された1905年４月は、日
にち

露
ろ

戦争の最中で
日露戦争の戦場にも近い長崎から軍

ぐん

需
じゅ

品
ひん

の輸
送を円

えん

滑
かつ

に行うためなどの目的で、より港や
市街地に近い場所まで敷

ふ

設
せつ

されました。

2　平安時代に関する問題
問１　 A1 想起
　桓

かん

武
む

天
てん

皇
のう

は784年に長
なが

岡
おか

京
きょう

に遷
せん

都
と

しました
が、暗殺事件などがあり造営も進まなかった
ため、794年に平安京に遷都し長岡京は廃止
されました。
問２　 B1 理由・根拠想起
　藤
ふじ

原
わら

氏
し

は天皇の外
がい

戚
せき

となることで朝
ちょう

廷
てい

での
勢力を伸

の

ばしました。また他の有力な貴
き

族
ぞく

を
次々と朝廷から追放したり、高い官職から多
くの収

しゅう

入
にゅう

を得て資金源としたことなども勢力
を伸ばすことができた一因となりました。武
士を一族に加えた事実はありません。
問３　 A1 想起
　藤

ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

は伊
い

予
よ

の日
ひ

振
ぶり

島
しま

を根
こん

拠
きょ

地
ち

として瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

で反
はん

乱
らん

を起こしました。下
しも

総
うさ

の猿
さ

島
しま

を
根拠地として反乱を起こした平

たいらの

将
まさ

門
かど

の乱と
合わせて承

じょう

平
へい

・天
てん

慶
ぎょう

の乱
らん

といいます。当時の
朝廷は武士の力を借りなければ鎮

ちん

圧
あつ

できませ
んでした。紀

きの

貫
つら

之
ゆき

は古
こ

今
きん

和歌集をつくった人
物、 源

みなもとの

義
よし

家
いえ

は前九年の役
えき

や後三年の役で活
かつ

躍
やく

した人物です。
問４
（１）　 A2 カテゴライズ想起
　令

りょう

外
げの

官
かん

とは律令のうちの令に定められてい
ない役職のことです。太

だい

政
じょう

大臣は太政官にお
ける最高の役職で、養

よう

老
ろう

令などに定められて
いました。征夷大将軍は蝦

えみし

夷征討のための臨
時におかれた職、勘

か

解
げ

由
ゆ

使
し

は規律の緩
ゆる

んだ国
司を厳しく取り締まる職、蔵

くろ

人
うど

所は機密事項
を扱う職で、いずれも令に定めのない令外官
です。
（２）　 A1 想起
　僧
そう

兵
へい

は平安時代後期、京都の延
えん

暦
りゃく

寺
じ

や奈
な

良
ら

の興
こう

福
ふく

寺
じ

などの大寺院にいて、大刀や長刀で
武
ぶ

装
そう

した者のことです。
問５　 A1 想起
　中

ちゅう

尊
そん

寺
じ

金色堂は、1124年に藤
ふじ

原
わらの

清
きよ

衡
ひら

が現
在の岩手県平

ひら

泉
いずみ

に建立した阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

を祀
まつ

る阿
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弥陀堂です。
問６　 A2 変換想起
　平

たいらの

清
きよ

盛
もり

は現在の神戸港の一部である大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

を修築して、積極的に宋
そう

との貿易を行い
ました。
問７　 B1 理由・根拠想起
　平氏は一族で高位・高官を独

どく

占
せん

し藤原氏を
まねて娘

むすめ

を天皇の后
きさき

にし、多くの荘
しょう

園
えん

を所有
するようになりました。その結果、他の貴族
や武士たちの強い反感を招くことになりまし
た。
問８　 A1 想起
　奈良時代は政治と仏教が混合していたた
め、それを嫌

きら

った最
さい

澄
ちょう

は政治の影
えい

響
きょう

の及
およ

ばな
い山
やま

奥
おく

に延
えん

暦
りゃく

寺
じ

を建立し、天
てん

台
だい

宗
しゅう

を開きまし
た。臨

りん

済
ざい

宗
しゅう

は栄西、真
しん

言
ごん

宗
しゅう

は空海、曹
そう

洞
とう

宗
しゅう

は
道元がそれぞれ開きました。
問９
（１） A1 想起
　国風文化は10 ～ 11世紀に栄えた、貴族を
中心とした日本風の文化です。
（２） B1 理由・根拠想起
　かな文字の発達から国文学の発達がみら
れ、紫

むらさき

式
しき

部
ぶ

や清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

など多くの女性によ
る文学作品が生み出されました。
問10　 A2 カテゴライズ想起
　エは平安時代の貴族の正

せい

装
そう

で、冠
かんむり

をかぶ
り笏

しゃく

を持っていました。アは室町時代の大工、
イは安

あ

土
づち

桃
もも

山
やま

時代の武士、ウは平安時代の庶
しょ

民
みん

の服
ふく

装
そう

です。

3　土地制度に関する問題
問１　 B2 抽象・具体変換
　律

りつ

令
りょう

国家では６歳
さい

以上の男女に国家が土地
を与
あた

え、口分田を与えられた者が亡くなると、
次の班

はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

の時に国家に返すという班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅの

法
ほう

がとられていました。
問２　 A2 比較・対照想起
　租は収

しゅう

穫
かく

の約３％の稲
いね

を国司に納
おさ

める税、

庸
よう

は布などを納める税、調は地方の特産物を
中央政府に納める税で、中央政府の主要な財

ざい

源
げん

となっていました。庸や調は農民が都へ運
ばなければならず、その往復の食料は自分た
ちで用意しなければなりませんでした。その
ため農民の負

ふ

担
たん

は大変重く、庸や調の負担の
ない女性として戸

こ

籍
せき

に偽って登録することな
どが多く見られました。
問３　 A1 想起
　雑

ぞう

徭
よう

は、国司が農民などを年60日を限度と
して労働させることができる労役です。
問４　 A2 カテゴライズ想起
　大

たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

が制定されたのは701年、改新の
詔
みことのり

が出されたのは646年、鑑
がん

真
じん

が来日したの
は753年、十七条の憲

けん

法
ぽう

が出されたのは604年
です。鑑真は５度にわたる渡

と

航
こう

失
しっ

敗
ぱい

により盲
もう

目
もく

となりながら来日し、正しい仏教の教えを
広め唐

とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

を開いた奈良時代の僧
そう

です。
問５　 A1 想起
　不輸の権

けん

は、朝廷などへの納
のう

税
ぜい

が免
めん

除
じょ

され
る権

けん

利
り

で、10世紀ごろから広まっていきまし
た。イは不入の権のことです。
問６　 A1 想起
　988年に、現在の愛知県西部にあたる尾

お

張
わりの

国
くに

の郡司や農民らが、藤
ふじ

原
わらの

元
もと

命
なが

の悪政を31か
条にまとめて朝廷に訴

うった

えるという事件が起こ
りました。結果、翌

よく

年
とし

藤原元命は国司をやめ
させられました。藤

ふじ

原
わらの

基
もと

経
つね

は887年に関白に
なった人物、藤

ふじ

原
わらの

良
よし

房
ふさ

は858年に摂
せっ

政
しょう

となっ
た人物、藤

ふじ

原
わらの

頼
より

通
みち

は藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

のこどもで平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

を建立した人物です。
問７　 A1 想起
　御

ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞
じょう

永
えい

式
しき

目
もく

）は、鎌倉幕府第３
代執

しっ

権
けん

の北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

により制定されました。51
カ条からなる日本で最初の武士のための法典
で、武士の慣習や 源

みなもとの

頼
より

朝
とも

以来の先例などを
基準としていて、土地の相続といった御

ご

家
け

人
にん

の権
けん

利
り

などについての規定が中心となってい
ます。
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問８　 A2 カテゴライズ想起
　鎌倉時代は京都の朝廷側の貴族や大寺社か
らなる荘

しょう

園
えん

領
りょう

主
しゅ

と、鎌倉幕
ばく

府
ふ

から派
は

遣
けん

された
地頭が土地をめぐって激

はげ

しく対立していまし
た。
問９　 A1 想起
　豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

による検地を特に太
たい

閤
こう

検
けん

地
ち

といい
ます。この検地により10世紀から続いてきた
荘園が完全に消

しょう

滅
めつ

しました。
問10　 A1 想起
　石高とは田畑や屋

や

敷
しき

地
ち

などの生産高を玄
げん

米
まい

の収穫量で示したものです。１石＝100升
しょう

で
約1800リットルにあたります。
問11　 A1 想起
　大久保利通らの建議により、地

ち

租
そ

改
かい

正
せい

が行
われました。この改

かい

革
かく

により土地所有者（＝
地主）が収穫高に関係なく地価の３％を税と
して現金で納めることになりました。
問12　 A2 想起 抽象・具体 比較・対照
　ポツダム宣

せん

言
げん

に基づき、日本占
せん

領
りょう

のために
設けられた連合国軍の最高司令部をGHQとい
います。最初の最高司令官であるマッカーサ
ーは、五大改革指令を日本政府に伝えました。
圧政的諸制

せい

度
ど

の廃
はい

止
し

に関しては1945年に治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

が廃止され、また戦争を指導した人々
が東京裁

さい

判
ばん

（極東国際軍事裁判）にかけられ
ました。教育の民主化に関しては1947年に教
育基本法が定められ、1948年に教育勅

ちょく

語
ご

が廃
止されました。婦人の解放に関しては1945年
に衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議員選挙法が改正され、女性にも参
さん

政
せい

権
けん

が与
あた

えられました。経
けい

済
ざい

の民主化に関し
ては1945年に財

ざい

閥
ばつ

解体が指令され、1947年に
は独
どく

占
せん

禁止法が定められました。
問13　 B1 比較・対照変換
　1940年の小作地が425万町歩の約45.5％あ
ったということは、自作地は425万町歩×
0.545＝231.625万町歩あったということにな
ります。1950年の自作地は520万町歩の約
90.0％ですから468万町歩ということになりま

す。従
したが

って468÷231.625＝2.0205となります
ので、約２倍ということになります。農地改
革は寄生地主制の解体を目指して行われた改
革で、政府は全国の小作地の約80％を買

ばい

収
しゅう

し
て小作農に安く売り渡し、この結果多くの自
作農が生まれました。この改革により小作料
を払

はら

わずに済
す

むようになった農民の生
せい

産
さん

意
い

欲
よく

が向上し、農業生産は増大しました。

4　日本の司法に関する問題
問１　 A1 想起
　民事裁判は個人間の財産上の争いや離

り

婚
こん

な
ど身分上の争いなどを裁

さば

く裁判で、訴
うった

えを起
こした方を原告、訴えられた方を被

ひ

告
こく

と呼
よ

び
ます。
問２　 A1 想起
　犯罪を認定して刑罰を科す刑

けい

事
じ

裁
さい

判
ばん

では国
家が訴

そ

追
つい

するという原則から、検察官だけが
訴追を行うことができるようになっていま
す。
問３　 A1 想起
　冤
えん

罪
ざい

とは無実であるのに犯罪者として扱
あつか

わ
れてしまうことです。
問４　 A1 想起
　日本国憲法第82条で、裁判を公開で行う
原則が定められていますが、家庭裁判所で扱
う家庭事件と少年事件の裁判は原則非公開と
なります。
問５（１）・（２） A1 想起
（３） B1 理由・根拠想起
　日本では３回裁判を受けることができる三

さん

審
しん

制
せい

がとられています。第一審を不服として
第二審を求めることを控

こう

訴
そ

、第二審を不服と
して第三審を求めることを上告といいます。
三審制は基

き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

を守るためのしくみで
す。
問６　 A1 想起
　モンテスキューは『法の精神』の中で、権

けん

力
りょく

の濫
らん

用
よう

を防ぐしくみである三
さん

権
けん

分
ぶん

立
りつ

につい

社会─解答と解説



て書いています。クーベルタンは国際オリン
ピック委員会を設立したフランス人、ウィル
ソンは第28代アメリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

大統領で国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

の設立を提案した人物、アンリ =デュナ
ンは国際赤十字を設立したスイス人です。
問７　 A1 想起
　最

さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

長
ちょう

官
かん

の指名・任命については、
憲法第６条に「天皇は、内

ない

閣
かく

の指名に基づい
て、最高裁判所の長たる裁

さい

判
ばん

官
かん

を任命する。」
と定められています。それ以外の裁判官につ
いては憲法第79条、第80条で定められてい
ます。
問８　 A1 想起
　最高裁判所の裁判官は、任命後初めて行わ
れる衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議員総選挙の時、10年経過後に
初めて行われる衆議院議員総選挙の時、以後
同様の時、に国

こく

民
みん

審
しん

査
さ

を受けることが憲法第
79条に定められています。これは主

しゅ

権
けん

者
しゃ

で
ある国民の意思を、司法にも反

はん

映
えい

させること
ができるようにしたものです。
問９　 A2 理由・根拠想起
　高
こう

等
とう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

が設置されている都市は、札
さっ

幌
ぽろ

市、仙
せん

台
だい

市、東京、名古屋市、大
おお

阪
さか

市、広島
市、高松市、福

ふく

岡
おか

市の８つです。
問10　 A2 カテゴライズ想起
　裁
さい

判
ばん

員
いん

制度は、国民の司法への参加のため
につくられた制度です。裁判員は20歳以上
の選挙権のある人の中からくじで選出されま
す。地

ち

方
ほう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

で開かれる刑
けい

事
じ

裁
さい

判
ばん

の第一審
のみに参加し、被告人が有罪か無罪か、有罪
の場合は量

りょう

刑
けい

までを裁判員６名、裁判官３名
で決定します。最高裁判所は2011年11月に
裁判員制度は憲法に違

い

反
はん

しないという判断を
示しています。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない場合
  …不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
  …－１点

社会─解答と解説



小学6年  理科  ── 解答と解説

1

□1　各3点×7＝21点
□2　（3）各2点×2＝4点
　　他各3点×10＝30点
□3　各3点×8＝24点
□4　各3点×7＝21点

計100点

（配点）

52 53 54

（5） （6） （7）

秒

（完答）30 （完答）31

（3）

（完答）28 29

（1） （2）

25 26 27

（5） （6） （7）

g g g

2

（1） （2）

21 22

（3）

23

（4）

24

℃ ％g

3
（1） （2）

40 （完答）41

（3）

42

（4）

43

4
（1） （2）

48 49

（3）

50

（4）

51

倍 cm秒

（5） （6）

44 45

（7）

46

（8）

47

（7） （8）

35 36

（9）

37

（10）

38

現象

（4） （5）

32 33

（6）

34

（11）

39

1
つ
め

（記号）

サンゴしょうに住む生物が

（名前） （記号） （名前）2
つ
め

1.5 ア ウ

ウ 60 70 16.7

アメダス ア・ウ・エ・オ ウ ウ

2 2.8 400 エ

ウ イ エ ウ

石灰岩 ア 白化 ウ

エ イ

イ ミカヅキモ ウ ミドリムシ

イ・エ 葉緑体

50 14 52.4

サ ン ゴ か ら 二 酸 化 炭 素

を も ら っ て い る 。

　 　 　 　 　 減 っ て 、 生

態 系 が く ず れ る 。
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【解　説】

1　ものの溶け方についての問題

（1） B1 比較 抽出
　図１のグラフの固体ウの溶け方を見る

と、100gの水に対して０℃のときに35gほ

ど溶け、100℃のときに40gほど溶けるこ

とから、溶かすことができる限界の量に５

gほどしか差がないので、ウが食塩のグラ

フと判断できます。

（2） B1 抽出 変換
　図１のグラフを見ると、50℃の水100g

に40gの固体イが溶けるとわかるので、そ

の1.5倍の量となる150gの水には、40×1.5

＝60（g）の固体イが溶けるとわかります。

（3） B1 抽出 変換
　物質を溶かす水の量が100gから半分の

50gになると、溶かすことができる限界の

量も半分になるため、固体アの溶け方を示

している図１のグラフにおいて、たて軸の

溶けた量の値をすべて半分にして考える

と、水温を70℃以上にしたときに70gの固

体アを溶かせるとわかります。

（4） B1 抽出 変換
　図１のグラフにより、10℃の水100gに

固体アは20gまで溶かすことができるた

め、1.2倍の量にあたる120gの水には、20

×1.2＝24（g）まで溶かすことができ、120

＋24＝144（g）のほう和水溶液となること

がわかります。水溶液の濃さは、水溶液全

体の重さに対する溶けたものの重さの割合

を百分率（％）で表したものなので、144g

のほう和水溶液中に24gの固体アが溶けて

いるときの濃さは、24÷144×100＝16.66

…→16.7（％）と求められます。なお、水の

温度が一定ならば、ほう和水溶液の濃さは

変わらないので、1.2倍せずに 20
100 ＋ 20

×100＝16.66…→16.7（％）と計算しても同

じ答えが求められます。

（5） B1 抽出 比較
　図１のグラフにより、90℃の水100gに

固体エは30gまで溶け、40℃の水100gには

10gまで溶けるとわかります。このことか

ら、水が100gのときに水溶液を90℃から

40℃に冷やすと、30−10＝20（g）の固体エ

が出てくるので、水が250gのときは、20

× 250
100 ＝50（g）の固体エが溶けきれずに

固体となって出てくるとわかります。

（6） B1 抽出 比較
　５％の水溶液100gは、100×0.05＝5（g）

の固体エが、100×0.95＝95（g）の水に溶

けた状態になっています。70℃の水95gに

は、20×0.95＝19（g）の固体エが溶けるた

め、19−5＝14（g）の固体エをさらに溶か

すことができるとわかります。

（7） B1 抽出 変換
　60℃の水が100gあるときには、固体ア

を110gまで溶かすことができ、そのほう

和水溶液全体の重さは210gになります。

温度が変わらなければ、溶かす水の量に関

わらずほう和水溶液の濃さは変わらないの

で、固体アを限界まで溶かしたほう和水溶

液100gに溶けている固体アの量は、110×
100
210 ＝52.38…→52.4（g）と求められます。

2　サンゴと褐
かっ

虫
ちゅう

藻
そう

の共生についての問題

（1） A1 知識
　葉

よう

緑
りょく

体
たい

を持つ植物は、光
こう

合
ごう

成
せい

によって光

のエネルギーを利用して二酸化炭素と水か

理科─解答と解説



らでんぷんと酸素をつくっています。

（2） A1 知識
　光合成は植物の細胞内にある葉緑体とよ

ばれる部分で行われています。葉緑体の中

には葉緑素という色素がふくまれていて、

これが光合成を行います。

（3） A2 知識 分類
　イのミカヅキモとウのミドリムシは葉緑

体を持っているため、光のエネルギーを利

用して光合成を行うことができます。アの

ミジンコとエのアメーバは光合成を行わ

ず、他の生物を食べることによって栄養分

を得ています。

（4） B1 抽出 比較
　クンショウモは水中で生活する植物性の

プランクトンで、サンゴと同じようにたく

さんの個体が円形にくっついた状態になっ

ています。ミツバチは、巣の中で役割を分

担しながら集団で生活していますが、個体

どうしがくっついているわけではないの

で、群
ぐん

体
たい

とはよびません。

（5） A2 知識 比較
　アリは、アブラムシの天敵であるテント

ウムシを追いはらうかわりに、アブラムシ

のおしりから出る甘い汁をもらっていま

す。このような共生の例としてはほかに、

ダイズと根
こん

粒
りゅう

菌
きん

などがあります。

（6） B2 根拠 抽出 具体
　植物のなかまである褐虫藻は、サンゴと

は違い葉緑体を持つので光合成を行うこと

ができます。このような褐虫藻と共生する

ことによって、サンゴは栄養分や酸素を得

ている一方で、褐虫藻にとってはサンゴの

中にいることにより、外敵から身を守れる

ということや、サンゴの呼吸によって排出

された二酸化炭素を得て光合成の原料にで

きるという利点があります。

（7） A2 知識 根拠
　サンゴの殻などのように、炭酸カルシウ

ムが主な成分となって固まってできた岩石

を石
せっ

灰
かい

岩
がん

とよんでいます。なお、この石灰

岩が地下のマグマの熱によって変化したも

のを大
だい

理
り

石
せき

といいます。

（8） B1 根拠 比較
　サンゴと共生している褐虫藻に太陽の光

が届かないと光合成ができないため、海水

温が適度に高くて浅い海底にサンゴは生活

しています。したがって、地層の中からサ

ンゴの化石が発見されたことで、その層が

できたときはあたたかくて浅い海底であっ

たことがわかります。

（9） A2 知識 抽出
　海水温の上昇によって褐虫藻がサンゴの

体からぬけ出してしまい、栄養分や酸素を

もらえなくなってサンゴが死んでしまいま

す。このとき、サンゴが白っぽく変色する

ことから白
はっ

化
か

現象とよんでいます。

（10） A2 知識 比較
　オニヒトデはサンゴを食べてしまう天敵

として知られています。自然の環境の中で

は、天敵の存在によって数が増えすぎてし

まうことがなくなり、食べる生き物と食べ

られる生き物との間で数のバランスが保た

れています。

（11） B2 根拠 抽出 具体
　白化現象が起こることで、一つの海域で

サンゴの数が激しく減ってしまうと、食べ

る生き物と食べられる生き物とのつながり
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がこわされてしまうだけでなく、サンゴし

ょうが減ってしまうことによってすみかを

失ったほかの生き物の数も減ってしまい、

生態系の破かいにつながります。

3　天気図の読み取りについての問題

（1） A1 知識

（2） A2 知識 抽出
　日本中におよそ1300カ所あり、気温・

日照時間・風向・風速・降水量などを自動

的に測定して、そのデータを気象庁に送っ

ている地域気象観測システムのことをアメ

ダスとよんでいます。

（3） A1 知識
　気圧を表す単位はヘクトパスカルで、記

号では『hPa』のように書きます。天気図に

えがかれた曲線は、気圧が等しい地点を結

んだもので等圧線とよばれていて、まわり

よりも気圧の高い場所を高気圧、まわりよ

りも気圧の低い場所を低気圧としていま

す。

（4） A2 知識 根拠
　図１の天気図を見ると、太平洋上に

1016hPaの高気圧があって、そこから日本

列島に向けてあたたかくしめった風がふい

ていると考えられます。このことから、こ

の天気図は８月の暑い時期のものであると

判断できます。１月には西高東低の気圧配

置になることが多く、６月には梅雨前線が

日本列島を横切るようにあるため、アとイ

は答えにはならないと考えられます。

（5） A2 知識 抽出
　天気図中にある記号は、風向き・風の強

さ（風力）・天気を表しており、○は快晴、

○は晴れ、◎はくもり、●は雨を示します。

天気を表す記号からのびる線の方向が風向

きを、その横に書かれる線の本数が風力を

表しているので、この記号は、天気がくも

りで北東からの風、風力４というように読

み取れます。

（6） A1 知識
　空全体の面積を10としたときの雲にお

おわれた面積を雲
うん

量
りょう

といい、この雲量が０

と１のときは快晴、２〜８のときは晴れ、

９と10のときはくもりと決められていま

す。したがって、雲量が８のときの天気は

晴れになります。

（7） A2 知識 根拠
　高気圧の中心部には空気がたくさんあ

り、そこから時計回りのうずをえがくよう

にふき出しています。

（8） A2 知識 根拠
　地表面や海水面の温度が低いと、その上

の空気が冷やされて重くなるため下降気流

ができます。このようにしてできた高気圧

の勢力につつまれた場所では、雲ができに

くくなり天気がよいことが多くなります。

反対に、海面上のしめった空気が上昇気流

にのって上空で冷やされるとたくさんの雲

ができるため、低気圧の場所は天気が悪く

なることが多くなります。

4　物体の運動についての問題

（1） B1 抽出 比較
　振り子の長さが25cmのときは周期が1.0

秒で、100cmのときは周期が2.0秒になっ

ていることから、振り子の長さを４倍にす

ると周期は２倍になっているといえます。
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（2） B1 根拠 変換
　振り子の長さが50cmのときに周期が1.4

秒となっていることから、振り子の長さを

４倍の200cmにしたときは周期が２倍にな

り、1.4×2＝2.8（秒）が答えとなります。

（3） B1 根拠 変換
　振り子の長さが100cmのときに周期が

2.0秒となることから、100×4＝400（cm）

の振り子をゆらせば、周期が２倍の4.0秒

になるはずです。

（4） B1 抽出 比較
　表の結果により、振り子の長さを４倍・

９倍・16倍…とすると、周期が２倍・３倍・

４倍…になっていることから、横軸を振り

子の長さ、たて軸を周期にしてグラフを書

くと、エのようにだんだん周期の増え方が

小さくなっていくグラフになります。

（5）B1 根拠 変換
　図２のような振り子をゆらすと、向かっ

て左半分は100cmの振り子、右半分は25cm

の振り子となっていると考えることができ

ます。したがって、これらを合わせた振り

子の周期は、2.0× 1
2 ＋1.0× 1

2 ＝1.5

（秒）になります。

（6）B1 根拠 比較
　振り子がゆれているときは、最下点の場

所で最も動きが速くなり、両はしで折り返

すときはいっしゅん止まるような動きをし

ています。プラスチックケースから一定の

量ずつ砂が落ちていても、ケースが止まっ

ているときは地面にたくさん砂が積もり、

動きが速くなるほど地面にたまる砂の量は

少なくなります。したがって、地面にたま

った砂のようすはアのようになると考えら

れます。

（7） B2 抽出 比較 根拠
　おもりの重さは振り子の周期とは関係が

ないため、ケースの

中の砂の量が減って

軽くなっても周期は

変化しませんが、右

図のように、プラス

チックケースに砂がたくさん入っていると

きより少なくなったときの方が、重心の位

置が低くなるため、より長い振り子をゆら

したことと同じになって周期が少し長くな

ります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがっていな
い場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章表現の不備がある場合
  …－１点

重心の位置
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【
解　

説
】

　

�　

福ふ
く

田だ

隆た
か

浩ひ
ろ

の
「
熱
風
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

耳
が
聞
こ
え
ず
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
難む
ず
か

し
さ
を
感
じ
て

い
る
主
人
公
と
、
病
気
や
い
じ
め
の
問
題
を
か
か
え
る
中な
か

山や
ま

と
の
、
単た
ん

純じ
ゅ
ん

に
「
仲
良
し
」
と
は
表
現
で
き
な
い
、
そ
れ
で
い
て
強
固
な
絆き
ず
な

が
物
語
の

軸じ
く

に
な
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
と
の
関
わ
り
の
中
で
大
き
く
変
化
す
る
主
人

公
の
気
持
ち
に
注
目
し
な
が
ら
読
み
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

a
の
「
歯
向
か
う
」
は
「
逆
ら
う
、
反
抗
す
る
」
と
い
う
意
味

で
、「
刃
向
か
う
」
と
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

b

は
坂さ
か

井い

さ
ん

の
話
に
思
わ
ず
ほ
ほ
え
む
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。

c
の
「
眉ま
ゆ

根ね

」

は
眉
の
鼻
に
近
い
は
し
の
こ
と
で
、
眉
を
寄
せ
て
困
っ
て
い
る
表

情
を
表
し
て
い
ま
す
。

問
二　

Ｂ
１
理
由

　
　
「
ぼ
く
」
は
中
山
が
練
習
に
来
な
く
な
っ
た
理
由
を
、
中
山
が

万
引
き
さ
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
自
分
が
見
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
山
の
心
情

を
主
人
公
が
思
い
や
っ
て
い
る
、
本
文
の
初
め
の
部
分
に
注
目
し

ま
し
ょ
う
。

問
三　

Ｂ
１
比
較

　
　

━
線
②
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、
本
文
全
体
を
よ
く
見み

渡わ
た

し
ま

し
ょ
う
。

━
線
③
の
直
前
に
坂
井
さ
ん
が
「
取
り
出
し
た
手
帳

に
文
字
を
書
き
付
け
、
ぼ
く
に
突つ

き
出
し
た
」
場
面
に
は
〈　

〉

の
か
っ
こ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

━
線
②
の
後
の
安

田
コ
ー
チ
が
「
ぼ
く
」
に
話
し
か
け
る
場
面
で
は
「
手
話
を
使
っ

て
ぼ
く
に
話
し
出
し
た
」
と
あ
り
、「　

」
の
か
っ
こ
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
他
の
場
面
で
も
こ
の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
ま
す
。

問
四　

Ｂ
１
理
由

　
　

━
線
③
の
前
の
、
安
田
コ
ー
チ
が
「
テ
ニ
ス
に
飽あ

き
た
。
中

山
は
そ
う
言
っ
て
た
な
」
と
告
げ
た
場
面
を
き
っ
か
け
に
、「
ぼ

く
」
の
気
持
ち
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
「
ぼ
く
」

は
中
山
の
心
情
を
思
い
や
り
つ
つ
も
、
中
山
が
「
試
合
の
日
ま
で

に
は
自
分
の
中
で
何
ら
か
の
決
着
を
つ
け
、
こ
の
場
所
に
戻
っ
て

く
る
と
思
っ
て
い
」
ま
し
た
。
し
か
し
コ
ー
チ
か
ら
中
山
の
言
葉

を
聞
か
さ
れ
、
中
山
に
対
し
「
苛い
ら

立だ

ち
と
む
な
し
さ
」
を
感
じ
た

の
で
す
。「
ぼ
く
」
の
「
仕
方
が
な
い
」
は
そ
の
よ
う
な
気
持
ち

の
中
で
発
さ
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
文
字
通
り
あ
き
ら
め
よ
う
と
思

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

問
五　

Ｂ
２
筋
道
理
由

　
　

坂
井
さ
ん
は
安
田
コ
ー
チ
の
話
の
最
後
に
「〈
孝
司
君
さ
、
中
山

君
に
ち
ゃ
ん
と
会
っ
て
話
し
な
よ
〉」
と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ

が
坂
井
さ
ん
の
伝
え
た
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
伝
え
る
た
め
に
安
田
コ
ー
チ
の
話
を

し
た
の
は
、
坂
井
さ
ん
が
「
ぼ
く
」
と
中
山
の
関
係
に
、
安
田
コ
ー

チ
と
亡
く
な
っ
た
友
人
の
関
係
を
重
ね
て
い
る
た
め
で
す
。
安
田

コ
ー
チ
の
話
を
「
ぼ
く
」
に
伝
え
た
の
は
、
①
「
す
れ
違
っ
た
ま

ま
友
人
を
亡
く
し
た
安
田
コ
ー
チ
の
よ
う
に
つ
ら
い
思
い
を
し
な

い
た
め
に
も
」
②
「
中
山
と
会
っ
て
話
を
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と

1
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坂
井
さ
ん
が
考
え
た
た
め
で
す
。
①
と
②
の
両
方
を
お
さ
え
て
書

き
ま
し
ょ
う
。

　
　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の

は
不
正
解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
誤ご

字じ

脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は

減
点
１
点
、
二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不

正
解
と
し
ま
す
。
ま
た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合

は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
六　

Ａ
１
知
識

　
　

━
線
（
Ｂ
）「
再
会
」、（
Ｃ
）「
笑
顔
」、（
Ｄ
）「
常
連
」
は
上

の
字
が
下
の
字
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、（
Ａ
）

「
登
頂
」
は
下
の
字
が
上
の
字
の
目
的
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
七　

Ｂ
１
理
由

　
　

━
線
⑤
「
バ
ッ
グ
の
～
取
り
出
し
た
」
は
、
筆
談
を
す
る
準

備
で
す
。

━
線
⑥
「
こ
の
扉
が
～
方
法
が
な
か
っ
た
」
は
誰だ
れ

か

が
出
て
来
る
ま
で
チ
ャ
イ
ム
を
押お

し
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
様

子
、

━
線
⑦
「
ぼ
く
は
～
上
が
り
込
ん
だ
」
は
何
も
言
わ
な
い

中
山
の
母
親
を
よ
そ
に
家
の
中
に
お
し
か
け
る
様
子
で
す
。
こ
れ

ら
を
読
む
と
、「
ぼ
く
」
が
中
山
と
話
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
少
し
強
引
と
も
取
れ
る
「
ぼ
く
」
の
行
動
の
き

っ
か
け
は
、
中
山
に
腹
を
立
て
て
い
た
「
ぼ
く
」
の
気
持
ち
が
坂

井
さ
ん
の
言
葉
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

坂
井
さ
ん
と
別
れ
た
す
ぐ
あ
と
の
場
面
の
「
中
山
に
会
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
強
く
思
っ
た
。
ぼ
く
は
ひ
た
す
ら
坂
道
を
下
り
続

け
た
」
と
あ
る
部
分
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

問
八　

Ｂ
１
具
体
化

　
　
「
ぼ
く
」
が
中
山
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
は
、「
坂

井
さ
ん
は
、
ぼ
く
と
中
山
が
…
…
」
か
ら
「
も
う
こ
れ
以
上
何
も

な
か
っ
た
」
ま
で
続
き
ま
す
。「
お
ま
え
が
誰
に
い
じ
め
ら
れ
よ

う
が
俺お
れ

に
は
関
係
な
い
ん
だ
よ
！　

俺
は
テ
ニ
ス
を
し
た
い
だ

け
だ
！　

テ
ニ
ス
を
し
た
い
ん
だ
！
」
は
一
見
思
い
や
り
の
な
い

言
葉
の
よ
う
で
す
が
、
続
く
「
い
つ
ま
で
こ
こ
に
い
る
ん
だ
。
さ

っ
さ
と
コ
ー
ト
に
来
い
、
試
合
が
あ
る
ん
だ
ぞ
！　

ダ
ブ
ル
ス
な

ん
だ
、
俺
ひ
と
り
じ
ゃ
で
き
な
い
ん
だ
、
お
ま
え
が
い
な
け
り
ゃ

な
ら
な
い
ん
だ
！
」
と
い
う
言
葉
と
合
わ
せ
て
読
む
と
、「
ぼ
く
」

が
誰
よ
り
も
中
山
を
必
要
と
し
て
お
り
、
共
に
熱
心
に
打
ち
こ
ん

で
き
た
テ
ニ
ス
を
や
め
て
ほ
し
く
な
い
、
立
ち
直
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
そ
し
て
「
ぼ
く
」
が
最
終

的
に
中
山
に
伝
え
た
言
葉
は
「
お
ま
え
が
く
る
の
を
ま
っ
て
る
か

ら
」
で
し
た
。
選せ
ん

択た
く

肢し

イ
の
よ
う
に
、
中
山
は
周
囲
に
対
し
て
責

任
を
果
た
す
べ
き
だ
と
「
ぼ
く
」
が
思
っ
て
い
る
部
分
は
本
文
中

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
九　

Ｂ
１
比
較

　
　

★
の
直
後
に
は
「
安
田
コ
ー
チ
が
坂
井
さ
ん
に
言
っ
た
と
い
う

言
葉
」
と
あ
る
の
で
、
坂
井
さ
ん
と
安
田
コ
ー
チ
の
や
り
と
り
が

書
か
れ
て
い
る
場
面
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
安
田
コ
ー
チ
の
「
俺

は
テ
ニ
ス
に
救
わ
れ
た
」
と
い
う
言
葉
が
「
心
の
底
に
す
で
に
息

づ
い
て
い
た
」
と
い
う
の
は
、「
ぼ
く
」
自
身
が
こ
の
言
葉
に
共

感
し
、
自
分
自
身
の
も
の
と
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
あ
る

い
は
中
山
も
き
っ
と
テ
ニ
ス
に
救
わ
れ
る
は
ず
だ
と
強
く
信
じ

た
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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�　

田た

中な
か

康や
す

弘ひ
ろ

「
ニ
ッ
ポ
ン
の
肉
食　

マ
タ
ギ
か
ら
食
肉
処
理
施し

設せ
つ

ま

で
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
日
本
人
と
肉
食
の
関
係
を
狩し
ゅ

猟り
ょ
う

の
慣

習
や
宗
教
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
点
か
ら
考
え
、
そ
の
関
係
が
と
て
も

深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
ま
す
。

問
一　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

接
続
語
の
問
題
は
、
そ
の
前
後
の
内
容
の
関
係
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

A
は
、
縄じ
ょ
う

文も
ん

時
代
の
貝か
い

塚づ
か

で
動
物
の
骨
が
多
く
発
見
さ
れ

た
と
述
べ
た
あ
と
で
「
縄
文
時
代
よ
り
も
遥は

る

か
以
前
か
ら
日
本
人

が
肉
を
食
べ
て
い
た
」
と
あ
る
の
で
逆
接
の
関
係
に
な
り
ま
す
。

B
は
、
前
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
話
題
を
転て
ん

換か
ん

し
て
い
ま
す
。

C
は

米よ
ね

田だ

教
授
の
研
究
と
そ
の
目
的
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

 

問
二　

Ｂ
１
理
由

　
　

━
線
①
の
「
そ
れ
」
と
は
「
本
格
的
な
狩
猟
行
為
は
縄
文
時

代
に
な
っ
て
か
ら
始
ま
っ
た
」
と
い
う
定
説
の
こ
と
を
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

━
線
①
の
前
の
段
落
で
は
、
こ
の
落
と
し
穴
が

作
ら
れ
た
の
は
旧き
ゅ
う

石せ
っ

器き

時
代
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
程
度
の
人
数
で
協
力
し
な
い
と
作
れ
な
い

よ
う
な
大
き
な
落
と
し
穴
が
旧
石
器
時
代
に
作
ら
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
本
格
的
な
狩
猟
が
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
示
し
ま
す
。
こ
の
内
容
が

━
線
①
の
次
の
段
落

に
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
三　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

━
線
②
の
直
前
の
「
こ
の
説
」
と
は
、「
以
前
は
縄
文
時
代

も
肉
食
は
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
説
を
指
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
覆
く
つ
が
え

し
た
「
科
学
的
手
法
」
と
は
、
次
の
段
落
の

米
田
教
授
の
用
い
た
手
法
で
す
。
字
数
指
定
に
注
意
し
て
ぬ
き
出

し
ま
し
ょ
う
。

問
四　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

━
線
③
は
、
米
田
教
授
の
研
究
を
通
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
で

す
。
問
三
で
も
確
認
し
た
通
り
、
こ
の
研
究
は
「
縄
文
時
代
も
肉

食
は
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
説
を
覆
す
も
の
で
し

た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
（
Ｚ
）
に
は
「
肉
」
が
入
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
の
結
論
に
合
わ
せ
る
と
（
Ｘ
）
は
草
、（
Ｙ
）
は
肉

と
な
り
ま
す
。

問
五　

Ｂ
１
理
由

　
　

━
線
④
の
次
の
段
落
に
、
日
本
人
が
牛
肉
を
食
べ
な
か
っ
た

理
由
は
「
肉
食
に
対
す
る
嫌け
ん

悪お

感
」
や
仏
教
の
戒か
い

律り
つ

に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
牛
馬
が
「
田
畑
を
耕
す
大
事
な
」
存
在
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
と
い
う
筆
者
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
六　

　

１　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　

━
線
⑤
の
周
辺
は
日
本
に
お
け
る
「
肉
食
が
タ
ブ
ー
」
で
あ

る
こ
と
の
と
ら
え
か
た
を
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、「
他
国
か

ら
伝
わ
っ
た
も
の
」
と
は
仏
教
の
戒
律
の
こ
と
で
す
。
そ
の
戒
律

が
「
自
分
流
に
解か
い

釈し
ゃ
く

し
て
作
り
直
」
さ
れ
て
い
る
選
択
肢
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
ア
は
本
文
の
「
酒
を
般は
ん

若に
ゃ

湯と
う

～
を
証
明
し
て
い
ま
す
」

の
内
容
と
合
っ
て
い
ま
す
。
イ
は
「
自
分
流
に
解
釈
し
て
作
り
直
」

し
た
例
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ウ
は
む
し
ろ
戒
律
を
守
る
た
め
の
工

2
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夫
で
す
。
エ
は
「
そ
も
そ
も
一い
っ

匹ぴ
き

二に

匹ひ
き

と
数
え
ら
れ
て
い
た
」
や

「
食
べ
る
こ
と
を
許
可
し
た
」
が
本
文
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　　

２　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

筆
者
の
考
え
は

━
線
⑥
の
後
の
「
こ
れ
は
非
常
に
…
…
」
の

段
落
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
肉
を
「
大
切
な
食
材
」
と
と
ら
え
て

い
た
日
本
人
が
「
自
分
た
ち
の
習
慣
や
歴
史
に
合
う
よ
う
に
仏
教

を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
」
こ
と
を
「
非
常
に
現
実
的
な
判
断
」
だ

と
す
る
筆
者
の
考
え
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

問
七　

Ａ
１
知
識

　
　

━
線
⑥
の
「
難か
た

く
な
い
」
と
は
「
難
し
く
な
い
」
と
い
う
意

味
で
す
。「
想
像
す
る
の
が
難
し
く
な
い
」
に
最
も
意
味
が
近
い

の
は
選
択
肢
エ
の
「
た
や
す
く
思
い
う
か
べ
ら
れ
る
」
で
す
。

問
八　

Ａ
１
知
識

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
に
否
定
の
漢
字
を
つ
け
る
場
合
、
ア
「
無
限
」、

イ
「
非
常
」、
ウ
「
不
正
」、
エ
「
未
完
」
と
な
り
ま
す
。

問
九　

Ｂ
１
理
由

　
　

━
線
⑧
の
「
こ
う
し
て
」
は
、
４
つ
前
の
段
落
「
日
本
は
国
土
の

七
割
以
上
を
…
…
」
以
降
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
古
代
日
本
人
が
狩
猟
行

為
を
必
要
と
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
さ
ま
を
示
し
て
い
ま
す
。
狩
猟

行
為
は
、
植
物
を
「
安
定
的
に
得
」
る
こ
と
が
で
き
ず
「
腹
の
足
し
」

に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
選
択
肢
イ
は
そ

の
内
容
と
合
っ
て
い
ま
す
。
ア
の
「
協
力
し
て
獲え

物も
の

を
追
い
か
け
肉
を

得
る
こ
と
は
人
々
の
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
」
と
い
う
内
容
は
本
文
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
は
「
北
東
北
の
マ
タ
ギ
が
」「
肉
食
文
化
の
重
要
性

を
全
国
各
地
に
伝
え
た
」
が
誤
り
で
す
。
エ
は
「
植
物
や
魚
類
よ
り
も

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
仕
留
め
る
ほ
う
が
楽
だ
っ
た
」
が
誤
り
で
す
。

問
十　

Ｂ
１
関
係
比
較

　
　

こ
の
「
推
測
」
は
、
北
東
北
の
マ
タ
ギ
が
大
切
に
し
て
い
る
し

き
た
り
や
呪
文
が
、
日
本
各
地
で
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を

ふ
ま
え
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
マ
タ
ギ
の
文
化
が
他
の
地
域
に

も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
マ
タ
ギ
の
よ
う
な
営
み
を
す
る
者
が
日

本
の
各
地
に
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
選
択

肢
の
エ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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